
� １月 11日　令和８年遠賀郡合同消防出初式

　あなたの周りで起きた出来事や楽しい
話題、イベントなどの身近な情報をお待
ちしています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

ま ち の わ だ い

安全・安心のために町を守る安全・安心のために町を守る

　水巻南中学校（水巻町下二東）で遠賀郡 4 町の消防団
員と遠賀郡消防本部が参加する合同出初式が行われまし
た。式典では、消防活動に貢献する団員の表彰も行われ、
式の最後には、祝賀放水を披露していました。

【芦屋町の受賞者】（敬称略）
●消防庁長官表彰 / 永年勤続＝石橋 郁夫、堀江 浩幸。
●福岡県消防協会長表彰/40年勤続＝樋垣 敦三、山内 誠、
志尾田 晃一。35 年勤続＝伊藤 和博、仲尾 清美、犬塚 守。
25 年勤続＝井澤 義則、小野 哲郎。20 年勤続＝志垣 拓哉。
15 年勤続＝中西 晃平。10 年勤続＝大庭 汰樹。優良団員
＝椿 奎吾。
●消防協会遠賀支部長・団長表彰 / 消防協会遠賀支部長
表彰＝中西 康晴、中西 徹。団長表彰＝小野 竜太、縄田 
愛輝。

� １月６日　保護司法務大臣表彰
保護司としての永年にわたる活動がたたえられました保護司としての永年にわたる活動がたたえられました

　芦屋町で保護司として活動されている辻本一夫さんが法務大臣表彰を
受賞されました。17 年間にわたり保護司として活動を続けられた功績が
たたえられました。
　辻本さんは、「担当した人が更生し、近況報告に挨拶に来たときはとて
もうれしかった。犯罪や非行のない、安全安心な明るい社会を実現する
ためにも、予防活動が大切です」と話していました。

　地震や風水害などの大規模な災害が発生した場合に、町からの要
請に基づき福岡県行政書士会から行政書士の派遣を受け、生活再建
に必要となる罹災証明書の申請など、被災者の生活再建のための行
政手続きのサポートを受けられるようになりました。この協定の締
結により、被災者の負担や不安を解消し、迅速に生活再建を進めて
いくための体制が構築されました。

� 令和７年 12 月 25 日　災害時における被災者支援のための
� 行政書士業務に関する協定締結式

万が一に備えた体制を構築万が一に備えた体制を構築
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� 1 月 24 日～ 2 月 23 日　ギャラリーあしや企画展
芸術家のたまごたち、集まれ～！芸術家のたまごたち、集まれ～！

　ギャラリーあしやで「芸術家のた
まご展」が行われました。町内・近
隣小学校児童の作品や、芦屋中学校
生徒と北筑豊地区中学校文化連盟
美術展作品のほか、今回は八幡中央
高等学校芸術コースの生徒の作品も
展示されました。訪れた人たちは、
259点もの絵や立体作品などを見て、
楽しそうな表情を浮かべていました。

� 1 月 25 日　芦屋町図書館講演会
「はしもとえつよさんのたのしいえほんのおはなし」

心温まるたのしいえほんのおはなし心温まるたのしいえほんのおはなし

　中央公民館で、絵本作家のはしもとえつよさんの講演会が
行われました。作品が生まれたきっかけや、作品に込められ
た思いなどを、ユーモアあふれる話を交えながら語ってくれ
ました。絵本の読み聞かせやクイズがあり、参加したこども
たちは目をキラキラ輝かせ、楽しそうに聞き入っていました。
講演会の最後には、砂像で作られた絵本のキャラクターをイ

メージした絵のライブ
ペイントやサイン会も
あり、参加者は、「すて
きなおはなしを聞けて、
とても心が温まりまし
た」「絵本を全部読んで
みたくなった」と話し
ていました。

� 1 月 25 日　芦屋歴史の里 歴史体験講座
オリジナルの古銭ができましたオリジナルの古銭ができました

　芦屋歴史の里で、歴史体験講座「錫の古銭づくり」が行われました。はじめに、
古銭のことを学びました。古銭づくりでは、表面の文字や、裏面のデザイン
をトレーシングペーパーに書き、鏡文字になるように鋳型に書き写します。そ
れを彫刻刀で掘って、鋳型を作り、錫を流し込
めば、古銭の完成です。参加者は、自分の名前
を入れた『〇〇通宝』というオリジナルの古銭
をつくり、裏面には、歴史の里のマスコットキ
ャラクターである、プロトプテルムを描きまし
た。参加者は、「自分だけの古銭が作れてうれ
しい。大事にしたい」と話していました。
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